
シアトル別院時報 
              ４０巻３月号 

 
 

           

“仏教は便利な道具？   

                     生きる道？”         

 
       輪番 楠 活也 
 

   

Young Buddhist Editorial (YBE)という若い仏教徒で結

成されたグループがあります。そのグループは、約 1年

前にシアトルで結成した。その後、いろいろな人が加わ

り、今後、Buddhist Churches of America に所属する一つ

のグループとなりそうです。従来の方法にとらわれない

形で、彼らの仏教徒としての思いを発信しています。こ

れから、どのように活動し発展していくのか、とても楽

しみです。 

さて、ある日、その YBE からインタビューを申し

込まれました。その内容は、 “What have you achieved 

this year, and how can you view it from a Buddhist 

perspective?（この一年でやり遂げたことはなんですか、

またそれを仏教徒としてどのように考えますか）” と

いう質問をもとに”One year of ----“というテーマを自分

で選んで話をすると言うものです。いくつか例も送って

くれました。例えば、”One year of virtual relationship, 

independence, love, loneliness, or virtual service”などです。

みなさんならどのようなテーマを選びますか。私は、 

“One year of minister’s role and temple’s role”というテーマ

にしました。この一年、様々なことが起こりました。そ

れらを通して、僧侶の役割、お寺の役割を振り返ってみ

ると、仏教徒の中に大きく分けて 2種類あるなと感じま

した。 

 一つは、仏法を自分の人生を豊かにし、世の中を

よくするための手段や道具とみなしている仏教徒です。

まず、例から挙げさせていただきます。シアトル別院に

  202１年度 教化標語 

仏法をバーチャルでシェア〜 

次元を超えて、おうちで聞法〜 

 

３月の予定  すべてオンラインです。 

 

１・３日  １０時 ライブ配信 朝の法要        

１日  １１時  月曜日本語法座  ZOOM 

３日  １１時 お経と会話 ZOOM  

６日  １０時  合同メモリアル法要  ライブ配信  

７日  １０時  キャンプ・ファイアー日曜法要 

８・１０日 １０時 ライブ配信 朝の法要        

８日  １１時  月曜日本語法座  ZOOM 

１０日  １１時 お経と会話 ZOOM  

１３日 キャンセル   合同メモリアル法要   

１４日 １０時  家族法要 

１５・１７日  １０時  ライブ配信 朝の法要        

１５日 １０時半  日本語レクチャー 桑原浄信師 

１７日 １１時 お経と会話 ZOOM  

１７日  ６時半  英語レクチャー 桑原浄信師 

２０日 １０時 合同メモリアル法要  ライブ配信 

２１日 １０時  春のお彼岸法要 

    日英語 ご法話 向嶋裕史師 

        マウンテン・ビュー仏教会 

２２・２４日  １０時 ライブ配信 朝の法要          

２２日 １１時  月曜日本語法座  ZOOM 

２４日 １１時 お経と会話 ZOOM  

２５日 ７－９時 エリック・ハマーストロム・レクチャー 

２７日 １０時 合同メモリアル法要  ライブ配信  

２８日 １０時 スカラシップ・アワード・法要 

２９・３１日 １０時  ライブ配信 朝の法要        

２９日 １１時  月曜日本語法座  ZOOM 

３１日 １１時 お経と会話 ZOOM  

 

火・金曜日  楠輪番 休み 
 



は Maintenance Committee があります。彼らは、お寺のドアが壊れていると道具箱を持ってきて、

その中から必要な道具取り出し、ドアを修理します。壁のペイントが必要な時は、ガレージからペ

ンキを持ってきて壁を塗ります。彼らのおかげでシアトル別院はみんなが快適に使うことができま

す。感謝感謝です。建物と同様に、私たちの世の中もいろいろな問題や不具合が起きます。それら

に直面した時、私たちはそれらの問題を正し、解決する方法を探します。人種問題が起これば、そ

れに合う教えはないだろうか、環境問題が起これば、それを解決できるような教えはないだろうか、

政治の問題が起これば、政治の問題を解決する教えはないだろうかと、それらの解決方法を仏法の

中に求めます。時には、それらの社会問題に対する自分の考えは既にあって、自分の考えに合う教

え、自分の考えを正当化できるような教えを探します。そういう場合、社会で起きている諸問題が

優先で、仏教はそれらを正す便利な道具のように使われることがあります。ですので、自分の考え

や社会問題に合わないと認識された道具は不要となります。もう少し極端に言えば、その社会の問

題や自分の問題さえ解決できれば、仏教であろうが他の教えであろうが何でもいいということにな

ります。 

もう一つは、仏教を歩むべき道、生きるべき道、つまり、仏教を仏道ととらえている仏教徒

です。こういう人たちは仏法を聞き、仏教の教えにしたがいながら日々生きていきます。その結果

として、私の人生が豊かになり、世の中も安穏に治まっていきます。仏道を歩んでいても人間界に

住んでいる限り様々な諸問題に直面します。そういう時、すでに歩んでいる仏道の視点からそれら

の諸問題に向き合い、生き方を考えます。仏教は、この世で起こる諸問題に対し端的にああしなさ

いこうしなさいと示してくれる教えではありません。ですので、仏教徒として各自が責任をもって

問題に向き合い行動することが求められます。どんなことが起こっても仏道を歩む中から諸問題に

対応していく姿勢が仏教徒としての生き方でしょう。そういう人にとっての仏教は、自分の思考、

見解、行動の基盤であり中心です。 

私たちは、時として、仏教徒ととはこうあるべきだと、仏教徒としての理想像を自分で勝手

に作り上げ、そうならないといけないと考えてしまうことがあります。しかし、仏道を歩んでいる

人にとっては、どういう生き方をしていたとしても、それがそのまま仏教徒としての生き方です。

それが自然法爾といわれる念仏者の生き方のようにおもいます。 

この一年を振り返ると、仏教を便利な道具としてのみ利用している仏教徒が多いように思い

ました。そういうと他人事のように思いますが、実は私も仏教を便利な道具として使っていること

があるなと反省しています。ですので、自分は仏道を歩んでいるのか、または、便利な道具として

使っているのか、常に自分に問いかけていくことが大切です。 

仏教を便利な道具として活用することを入り口として仏道に入ってこられる方もおられるで

しょう。それはそれで結構なことです。ただ、便利な道具を手に入れることを最終目標にしていて

は仏道は歩めません。シアトル別院は仏教寺院で、私はそこを任された僧侶です。お寺として僧侶

としては、一人一人が歩むべき仏道としての仏教を常に中心に据えて、伝道活動、寺院活動に勤め

ていくことが大切であると、改めて学びました。さあ、みなさんはいかがですか。みなさんは、仏

教、浄土真宗のみ教えを、便利な道具として使っていますか、それとも、仏道を一歩一歩、歩んで

いますか、自分に問いかけてみて下さい。 

 

 

 



ティー・トーク                リアン・西・ウォング  別院理事長 

   

別院がクローズしてから 1年が経ちました。この 1周年はお祝いするべきことではあり

ませんが、過去 1 年で私たちの生活がいかに変わったかを思い起こす時でもあります。 

 

去年の 3月号のニュースレターでは、2020 年の数々のイベントのお知らせで埋まってま

した。ニュースレターの記事はその前の月に書かれます、2月です、別院にとって多々

の活動と明るい見通しでした。別院は今も多くの活動が続いていますが、人と人の交流

がなく明るくはありません。 

 

3 月 17−23 日は春のお彼岸を迎えます。お彼岸、季節の変わり目をお祝いし、ご先祖のお墓にお参りし

ます。もしこの時期に日本に行かれたら、お彼岸にちなんだお花を見ることができます。彼岸花、それ

はお墓の近くに咲いています。この花はレッド・スパイダー・リリーと呼ばれています。とても綺麗な

花ですが根は毒があります。 

 

スパイダー・リリーは人間性に似ています。私たちは一人一人毒性の考えと行動を持ち合わせます。六

波羅蜜、六度彼岸とも呼ばれ、お彼岸に関連しています、そしていかにその負の考えや行動を識別・克

服し、人生に花を咲かせるよう教えてくださいます。 

 

お彼岸がポジティブで明るいことを念じております。合掌、 

 

＊＊ 2021年 シアトル別院 ブッディスト・スタディー・シリーズ  

 

日本語レクチャー   3 月 15 日（月） 10 時半―12 時     

   （英語は水曜日、17日よる 6時半から申し込みは英語面で） 

ご講師 桑原浄信師 「教行信証 信の巻 ”信心”」 

ズームのリンクは月曜法座と同じです。参加希望者は楠先生にメール連絡してください。 

申し込みの設定はないのですがご寄付をお願いしています。 

 

 

４月の予定 

3・4 日  花まつり・ドライブ・バイ（お焼香・灌仏） 

11 日   花まつり法要 オンライン 

18 日   別院婦人会新入会員 入会式 オンライン 

25 日   西北部 聖徳太子追悼法要 オンライン 

 
 

別院ニュースレター 古いニュースレターを探しています。2000 年 1 月―5 月、2001 年 2 月―11 月、

2002 年 1 月―5 月号をお持ちの方は newsletter@seattlebetsuin.com か事務所までお知らせください。 
 

BCA の”Dial The Dharma"（テレホン法話）というのをご存知でしょうか。 

インターネットができない方でも、電話で短い日本語の法話が聞けます。（英語もあります） 

英語は毎週原田総長がお話しされます。日本語は、日本語ができる開教使が順番で法話をします。 

法話は毎週水曜日に新しいものに更新されます。法話は 5分以内のものです。 

電話番号 1-800-817-7918 で、その後英語であれば１を日本語であれば２を押せば聞くことができます。 

 



ZOOM で参加しましょう  

月曜日の日本語法座について  

９月１４日より ZOOM で月曜日本語法座がはじまりました。毎週月曜日、１０時の同時配信法要のあとに先生と

会話ができます。ZOOM の申し込み先は oteradeasobou@gmail.com です。お友達などもお誘いください。 

 

ZOOM でメディテーション 

毎週日曜日 9 時から。レオノラまで連絡してください。clarkel@uw.edu  
  

お経と会話が水曜日 11 時より 11 時半まで開かれています。英語での会話ですが ZOOM で参加できます。

事務所まで申し込んでください。office@seattlebetsuin.com 
 

Zoom ダーマ・エックスチェンジについて 

Zoom ダーマ・エックスチェンジが 8 月より始まりました。ZOOM のレジスターは newsletter@seattlebetsuin.com
までメールしてください。 名前、メール・アドレス、付属のお寺名を書いてください。ZOOM のリンクが送られてきま

す。ジョーとアイリーンが会話のリーダーを務めます。       

３月の Zoom ダーマ・エックスチェンジ予定 

 7 日・21 日   11 時 サンガ・エックスチェンジ 

14 日・28 日   11 時 ダーマ・スクール父兄・エックスチェンジ 

 

シアトル別院 法要ビデオの閲覧方法  

1. 検索ブラウザに、 www.youtube.com/seattlebuddhisttemple  
2. Enter キーを押します。  

3. ページが表示されたら、[ビデオ] タブを選びます。閲覧可能なすべてのビデオが表示されます。  

4. 見たいビデオ（録画）をクリックしてください。もしライブ中継中でしたら生中継のビデオも見る 

   ことができます。  

5. ライブ中継： 午前10時: 月曜日、水曜日、 朝の法要 

  ライブ中継： 午前10時: 土曜日 合同法事／追悼法要   

  ビデオ配信： 午前10時: 日曜日 日曜法要        
 

 

枕経・お葬式・法事・メモリアルについて 

皆様はもうよくご理解されていると思いますが、現在お寺ではお参りもその他

のイベントも集まれません。枕経・お葬式・法事・メモリアルなどもお寺では

できません。インターネットを使ってご相談や法事をすることはできます。ズ

ームとかフェースタイムなどがあります。事務所にご連絡ください。

office@seattlebetsuin.com 
 
別院維持会会費 

今年の維持会費は 70 歳以下は 400 ドル、70歳以上は 350 ドルです。よろしくお願いいたします。先月

収められた方々のお名前が英語面にあります。ありがとうございました。 

 

 

 

 

mailto:clarkel@uw.edu
mailto:Rev.kusunoki@seattlebetsuin.com
http://www.youtube.com/seattlebuddhisttemple
mailto:office@seattlebetsuin.com


婦人会便り                        

大川ジェーニー・鹿島加奈子     
 

別院婦人会の活動基本方針(ミッショ

ン・ステートメント)には浄土真宗に

基づく仏教徒としての認識を高め、会

員の親交を促進すること:シアトル別

院を支え、支援し、地域社会に貢献す

るとあります。  

シアトル別院婦人会の総会が 2月 7日

にズーム配信にて開かれました。共同

会長の加奈子 K と楠先生による活動の

報告があり、コロナ・ウィルスによる影

響下、一同より多くの会員に手を差し伸

ばし、互いに連絡を取り合うことが必要

であります。米国仏教団婦人会連盟

（FBWA）の 2022 年 10 月の大会につい

ての調査を終えました。この大会はサク

ラメントで開催予定です。スージーYが

会議の後に去年の活動の写真集を音楽付

きで見せてくれました。大変感謝します。 

 
共同会長 加奈子のメッセージ 

シアトル別院婦人会の総会に歓迎します。 

ジェーニーと私はパンダミック中のみな

さんの健康と 安全に過ごされますように念じております。例年のように会員が集まり、理事と役員の

方々に感謝できませんが、今日はバーチュアルで感謝を伝えます。理事と役員の献身と尽力なしには今

日の婦人会は存在しません。今日は新しい理事を紹介します。マリー・小財ルーク、シェリー水森、ス

ージー竹田、ジュリアンとさや。また２名の会員に感謝し名誉会員となられたことをお知らせします。

シャーリー島田、谷口明子。二人は 10 年以上にわたり理事を勤められました。 

この会議の後にスージー山根が作成した、去年の活動よりの写真集をパワーポイントで紹介します。パ

ンデミック中で活動も制約されていた中で多くの活動の写真が集まったことに感動します。皆様に感謝

します。 合掌、加奈子 
  

4 月には新会員入会法要が予定されています。ご家族、ご友人で興味のある方を歓迎します。婦人会は

会員、別院、コミュニティーへ貢献しています。上記のミッション・ステートメントをご覧ください。 

ジョーン中野（office@seattlebetsuin.com）かマーガレット G、または役員までお知らせください。 

 

予定 

3 月 7 日 理事会議  12 時 ズーム 

4 月 18 日 新会員入会法要  11 時半 ズーム 

 

 

 



 

 

 

 

 


